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の記述がとくに興味目深か守

の官界史に巨六な問題を投げ
宜野長知や頭山病、
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今日の中y

いう事実
の重一みと
相侯って、
など
革命に参じたわが国の先
対立の根深
さを理解する」乙
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新
闘
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力を
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し
覚志
士
の実
像、
満蒙
独立
を
め
もで
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て『蒋介石秘録』
を刊
一σレつ
ぐる日露の策路と対立、
自本
中国革命
の史突を知らずし

つあることの意義は、
今日ま
の歴代政府の悉世凱政策、
東
で了ヲアを語ることはでぎな

た格
型～といわねばなるま
三省問題などが、
若き日の蒋
いだけに、

本容を若い人びと

い。

介石氏の足跡とともに述べら
に推薦したいと鳳う。

その第三巻としての
本密
れており、
現代史の史料とレ
ハザンケイ新聞社・八八O

は、
清
朝を打倒した辛亥革命
ての
意味をももっている。

円〉

前後の一
動を綴っている・
辛一
私は、
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